
2023年7月2
第2回目のワークショップは、7月初日に開催しました。当日は若干雨模様のお天気でしたが、前回に

引き続き多くの方々にお集まりいただき、活発な意見交換が行われました。

◇第２回：さくらホール 展示室

2023年7月1日（土）9：30～11：30

第２回のテーマ：各駅周辺のまちづくりにおける取組アイディアと将来像

武蔵村山市 都市整備部 都市計画課 沿線まちづくり係

電話：０４２－５６５－１１１１（内線２７９）

3地域（東地域・中央地域・西地域）でグループになり、意見交換を行いました。まず、それぞれの駅周辺にお

いて、地域や駅周辺の魅力を活かすために取り組むべきこと、課題を解決するために取り組むべきことは何が

あるかなど、付箋に書き込み意見交換をしました。

次に、取組や改善をすることにより、将来どのようなまちになるとよいか、各駅の特徴をいかした、各駅で特

に重要だと思うテーマやキーワードについて意見交換をし、整理しました。

駅ごとに特徴のある取組のアイディアや、その駅ならではの地域性や魅力を存分に活かしたキーワードが出

されました。（仮称）No.3駅では、ワークショップメンバーの方制作の模型も活用しながら発表しました。

ファシリテーターの大沢先生からは、まちづくりは「目的や活動を想定することが

重要であること」、「モノレールを契機とした『まちづくり』について議論しているこ

と」、「わざわざ行きたくなるまちにするにはどうすればよいか考える必要があるこ

と」などをお話しいただきました。

また、今回も意見交換が活発で、魅力的なアイディアやキーワードがまとめられ

たとのコメントをいただきました。

第2回目となる今回は、各駅にスポットをあて、魅力や課題を活

かす・改善する取組のアイディアと、将来をイメージしたキーワード

について意見交換をしました。

それぞれの地域性や魅力などを活かした取組みアイディアやキー

ワードなどが出され、また新たな発見も多くありました。

◇第３回のテーマ：各駅周辺及び駅全体の将来像について
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武蔵村山の玄関口
商店街がある
村山団地がある

医療施設、大学がある
畑が多い
 みかん狩りへのアクセス

 「武蔵村山の玄関口」として、来訪者に向けたPR
の場を設ける

商店街を活かした取組み
散歩やサイクリングがしやすい空間整備
駐輪スペースの充実
休憩できるスペースの確保 など

★武蔵村山の玄関口

★高齢者が生き生きできるまち

医療と福祉の拠点
多世代が集まり交流ができるスペースづくり
収穫した野菜をその場で調理など畑の活用
いちご狩りやブルーベリー狩りなど農業体験の場
 みかん狩りをPR
南北に伸びる沿道の賑わいづくり
医療施設とのアクセス性向上
 バリアフリー
空き地の活用 など

★住みたくなるまち

★おせっかいがつなぐまち など

市内の観光地点や様々な場所へのアクセスの起点
交通ネットワークの構築
多世代交流ができる場
公共施設の充実
地域でまちを育てる体制づくり
駅前に宿泊施設などを誘致
駅周辺に様々な過ごし方ができる
大きな公園 など

駅前広場ができる
 イオンが近い
歩道が狭い

★都市と自然と調和するまち

★五感で感じる心地よさ ★みんなのふるさと など

武蔵村山高校がある
里山民家、残堀川
多摩開墾がある

桜並木が近い
自転車道がある
 くつろぐ場所が少ない

 サイクリングなどの休憩スポット
野山北公園自転車道を活かした魅力向上に向け
た道づくり（朝市ストリートなど）

野山北公園自転車道の管理運営の仕組みづくり
桜並木を活かした取組み
駅前にくつろげる空間 など

★緑のもとで集うまち

★桜並木に近い駅 など

残堀川を魅力的に（水遊び、おまつり開催など）
 10年後の人口増加を見据えたまちづくり
駐輪場の整備（学生が多い）
多摩開墾に多くの人が集う市民農園をつくる
学生が楽しめる場づくり
飛行機が見えるスポット
里山民家の活用 など

★里山と川と自然がつなぐまち

★若者も集え活躍できるまち など

※将来像のテーマは皆さんからのご意見を事務局で集約したものです。


